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金
聖
嘆
に
よ
る
西
廂
記
の
読
解

―

廣
瀬　

玲
子

は
じ
め
に

元
雑
劇
『
西
廂
記
』
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
金
聖
嘆
本
に
は
、
順
治
十
三
年
（
一
六
五
六
）
に
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』
が
刊
行

さ
れ
て
以
来
、
群
を
抜
い
て
多
く
の
重
刊
本
が
あ
る）

1
（

。『
西
廂
記
』
に
注
釈
や
批
評
を
付
し
た
本
の
ほ
と
ん
ど
が
、
諸
本
の
校
訂
、
語
句
の

注
解
、
近
接
す
る
曲
の
あ
い
だ
の
関
係
や
登
場
人
物
に
対
す
る
批
評
な
ど
に
終
始
す
る
の
に
対
し
て
、
金
聖
嘆
（
一
六
〇
八
―
一
六
六
一
）

は
作
品
全
体
を
視
野
に
入
れ
、
そ
の
構
造
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
金
聖
嘆
が
『
西
廂
記
』
を
夢
で

始
ま
り
夢
に
終
わ
る
作
品
と
と
ら
え
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
が
仏
教
思
想
の
「
因
縁
生
法
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た）

2
（

。

こ
の
読
解
は
、
仏
教
思
想
の
現
実
認
識
を
劇
中
世
界
へ
と
広
げ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
劇
中
世
界
を
現
実
世
界
と
同
じ
原
理
で
解
釈
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
再
び
金
聖
嘆
の
『
西
廂
記
』
へ
の
批
評
の
う
ち
仏
教
に
関
わ
る
「
無
」
に
つ
い
て
の
言
説
を
取
り
あ
げ
、
さ
ら
に
作
品
全



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
七
十
三
册

― 2―

体
の
構
造
に
つ
い
て
分
析
し
た
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
金
聖
嘆
が
仏
教
思
想
に
依
拠
し
て
『
西
廂
記
』
を
「
夢
」

で
あ
り
「
無
」
で
あ
る
と
考
え
る
と
同
時
に
、「
真
才
実
学
」
で
あ
り
「
天
地
妙
文
」（
天
と
地
の
生
み
出
し
た
す
ば
ら
し
い
文
）
で
あ
る

と
と
ら
え
る
「
文
」
の
思
想
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

西
廂
記
は
無
の
一
字
で
あ
る

金
聖
嘆
本
の
冒
頭
に
あ
る
「
読
第
六
才
子
書
西
廂
記
法
」
に
は
、
八
十
一
箇
条
に
わ
た
っ
て
、『
西
廂
記
』
の
読
法
（
読
み
方
）
が
、
と

い
う
よ
り
『
西
廂
記
』
に
対
す
る
金
聖
嘆
独
自
の
見
解
が
、
披
露
さ
れ
て
い
る
。
三
十
一
条
の
最
後
に
は
「
西
廂
記
其
実
只
是
一
字
」
と

あ
り
、
次
の
条
へ
と
続
く）

3
（

。

　
　

三
十
二
、
西
廂
記
是
何
一
字
。
西
廂
記
是
一
無
字
。
趙
州
和
尚
、
人
問
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
曰
、
無
。
是
此
一
無
字
（
西
廂

記
は
ど
の
よ
う
な
一
字
か
。
西
廂
記
は
無
の
一
字
で
あ
る
。
趙
州
和
尚
に
人
が
「
犬
に
も
仏
性
は
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
無
」

と
答
え
た
。
こ
の
無
の
一
字
な
の
で
あ
る
）。

　
　
（
中
略
）

　
　

三
十
九
、
何
故
西
廂
記
是
此
一
無
字
。
此
一
無
字
、
是
一
部
西
廂
記
故
（
ど
う
し
て
西
廂
記
は
こ
の
無
の
一
字
な
の
か
。
こ
の
無

の
一
字
が
西
廂
記
と
い
う
作
品
全
体
だ
か
ら
だ
）。

　
　
（
中
略
）
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四
十
二
、
趙
州
和
尚
、
人
不
問
狗
子
還
有
仏
性
也
無
、
他
不
知
道
有
箇
無
字
（
趙
州
和
尚
は
、
人
が
「
犬
に
も
仏
性
は
あ
り
ま
す

か
」
と
尋
ね
な
け
れ
ば
、
無
と
い
う
字
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
）。

　
　

四
十
三
、
趙
州
和
尚
、
人
問
過
狗
子
還
有
仏
性
也
無
、
他
也
不
記
道
有
箇
無
字
（
趙
州
和
尚
は
、
人
が
「
犬
に
も
仏
性
は
あ
り
ま

す
か
」
と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
無
と
い
う
字
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
）。

　
　

四
十
四
、
西
廂
記
正
写
驚
艶
一
篇
時
、
他
不
知
道
借
廂
一
篇
応
如
何
。
正
写
借
廂
一
篇
時
、
他
不
知
道
酬
韻
一
篇
応
如
何
。
総
是

写
前
一
篇
時
、
他
不
知
道
後
一
篇
応
如
何
、
用
煞
二
十
分
心
思
、
二
十
分
気
力
、
他
只
顧
写
前
一
篇
（
西
廂
記
は
ち
ょ
う
ど
「
驚
艶
」

の
一
篇
を
書
い
て
い
る
と
き
に
は
、
彼
は
「
借
廂
」
の
一
篇
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
か
知
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
「
借
廂
」
の
一
篇

を
書
い
て
い
る
と
き
に
は
、「
酬
韻
」
の
一
篇
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
か
知
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
前
の
一
篇
を
書
い
て
い
る
と
き
に

は
後
の
一
篇
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
か
知
ら
ず
、
知
力
と
気
力
を
精
一
杯
使
っ
て
た
だ
前
の
一
篇
を
書
く
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の

で
あ
る
）。

　
　

四
十
五
、
西
廂
記
写
到
借
廂
一
篇
時
、
他
不
記
道
驚
艶
一
篇
是
如
何
。
写
到
酬
韻
一
篇
時
、
他
不
記
道
借
廂
一
篇
是
如
何
。
総
是

写
到
後
一
篇
時
、
他
不
記
道
前
一
篇
是
如
何
、
用
煞
二
十
分
心
思
、
二
十
分
気
力
、
他
又
只
顧
写
後
一
篇
（
西
廂
記
を
書
い
て
「
借

廂
」
の
一
篇
に
至
っ
た
と
き
に
は
、
彼
は
「
驚
艶
」
の
一
篇
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。「
酬
韻
」
の
一
篇
に
至
っ
た

と
き
に
は
、「
借
廂
」
の
一
篇
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
後
の
一
篇
を
書
い
て
い
る
と
き
に
は
前
の
一
篇

が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
覚
え
て
お
ら
ず
、
や
は
り
知
力
と
気
力
を
精
一
杯
使
っ
て
た
だ
後
の
一
篇
を
書
く
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の

で
あ
る
）。

　
　

四
十
六
、
聖
嘆
挙
趙
州
無
字
説
西
廂
記
、
此
真
是
西
廂
記
之
真
才
実
学
、
不
是
禅
語
、
不
是
有
無
之
無
字
。
須
知
趙
州
和
尚
無
字
、
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先
不
是
禅
語
、
先
不
是
有
無
之
無
字
、
真
是
趙
州
和
尚
之
真
才
実
学
（
わ
た
し
聖
嘆
は
趙
州
の
無
の
字
を
例
に
挙
げ
て
西
廂
記
を
説

き
明
か
し
た
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
西
廂
記
が
示
す
本
当
の
才
知
と
学
識
で
あ
り
、
禅
語
で
は
な
く
、
有
無
の
無
の
字
で
は
な
い
。
知

る
べ
き
な
の
は
、
趙
州
和
尚
の
無
の
字
は
そ
も
そ
も
禅
語
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
有
無
の
無
の
字
で
は
な
く
、
ま
こ
と
に
趙
州
和
尚

の
本
当
の
才
知
と
学
識
で
あ
る
こ
と
だ
）。

三
十
二
条
に
は
『
無
門
関
』
な
ど
禅
の
語
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
有
名
な
「
趙
州
無
字
」
の
公
案
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る）

4
（

。

中
略
と
し
た
三
十
三
条
か
ら
三
十
八
条
で
は
、「
ど
う
し
て
犬
に
だ
け
仏
性
が
な
い
の
か
」「
釈
迦
牟
尼
に
仏
性
は
あ
る
の
か
」「
無
の
字
に

仏
性
は
あ
る
の
か
」「
無
の
字
に
無
の
字
は
あ
る
の
か
」
な
ど
の
問
い
に
対
し
て
、
い
ず
れ
も
趙
州
が
「
無
」
と
答
え
、「
西
廂
記
は
こ
の

無
の
一
字
で
あ
る
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
公
案
で
は
な
く
、
金
聖
嘆
の
創
作
で
あ
ろ
う
。

ま
た
四
十
条
に
は
、「
筆
を
執
る
前
に
胸
中
に
す
で
に
文
章
（
原
文
は
「
文
字
」）
が
あ
る
よ
う
で
は
、
文
章
は
書
け
な
い
」、
四
十
一
条

は
、「
筆
を
執
っ
た
の
に
胸
中
に
ま
だ
文
章
が
な
い
よ
う
で
は
、
文
章
は
書
け
な
い
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
西
廂
記
に
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
。

右
の
引
用
部
分
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
一
読
し
た
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
四
十
四
条
と
四
十
五
条
か
ら
見
て
い
く
と

少
し
意
味
が
と
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。「
驚
艶
」「
借
廂
」「
酬
韻
」
は
冒
頭
の
第
一
本
で
連
続
す
る
三
折
で
あ
る
。
三
折
が
緊
密
な
関
係

を
も
っ
て
展
開
す
る
こ
と
は
次
節
で
述
べ
る
と
お
り
だ
が
、
金
聖
嘆
に
よ
れ
ば
、『
西
廂
記
』
の
作
者
は
後
の
場
面
が
ど
う
な
る
か
知
ら

ず
、
前
の
場
面
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
、
今
書
い
て
い
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。「
心
思
」
と
「
気
力
」
を

集
中
し
て
そ
の
場
面
を
書
い
て
い
る
と
い
う
。
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こ
の
二
箇
条
を
前
後
の
流
れ
の
な
か
に
置
い
て
み
る
と
、「
不
知
道
」（
知
ら
な
い
）
と
「
不
記
道
」（
覚
え
て
い
な
い
）
と
い
う
二
語
が

趙
州
和
尚
に
つ
い
て
の
箇
条
と
共
通
す
る
。
趙
州
和
尚
は
犬
の
仏
性
の
有
無
を
尋
ね
ら
れ
る
ま
で
無
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
し
、

尋
ね
ら
れ
た
あ
と
も
無
に
つ
い
て
記
憶
に
留
め
な
い
。
つ
ま
り
、
無
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
犬
の
仏
性
の
有
無
に
つ
い
て
問
わ
れ
れ
ば

「
無
」
と
答
え
る
が
、
そ
れ
も
有
る
か
無
い
か
の
ど
ち
ら
か
と
し
て
「
無
い
」
と
答
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
有
無
の
問
い
そ
の
も
の
を
無

化
す
る
た
め
の
「
無
」
と
考
え
ら
れ
る
。
無
も
含
め
て
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
の
が
、
趙
州
和
尚
の
境
地
だ
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

『
西
廂
記
』
も
、
こ
の
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
境
地
か
ら
生
成
す
る
。
筆
を
執
っ
て
胸
中
に
浮
か
ん
だ
文
字
を
書
き
記
す
。
そ
の
と
き

に
念
頭
に
あ
る
の
は
書
き
終
わ
っ
た
こ
と
や
次
に
書
く
こ
と
で
は
な
く
、
今
書
い
て
い
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
一
瞬
ご

と
に
展
開
し
て
ゆ
く
物
語
は
、「
無
」
の
一
字
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
当
は
「
無
」
と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

金
聖
嘆
は
四
十
七
条
で
、
無
か
ら
逆
転
し
て
、「
真
才
実
学
」
と
い
う
肯
定
的
・
積
極
的
な
語
句
に
よ
っ
て
そ
れ
を
表
現
す
る
。
さ
ら
に

趙
州
和
尚
を
『
西
廂
記
』
と
並
列
さ
せ
、
趙
州
和
尚
の
無
の
字
は
「
そ
も
そ
も
禅
語
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
有
無
の
無
の
字
で
は
な
く
」、

趙
州
和
尚
の
「
真
才
実
学
」
だ
と
述
べ
る
に
至
る
。
意
識
さ
れ
ざ
る
「
無
」
こ
そ
が
「
真
実
」
の
「
才
学
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

か）
5
（

。

二　

西
廂
記
の
構
造
―
―
三
之
四
「
後
候
」
総
批

「
無
の
一
字
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
一
方
で
金
聖
嘆
は
、『
西
廂
記
』
全
体
の
構
造
を
提
示
し
て
解
説
す
る
（
三
之
四
「
後
候
」
総
批）

6
（

）。
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全
体
と
は
い
っ
て
も
、
第
五
本
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
第
四
本
ま
で
の
計
十
六
折
（
金
聖
嘆
は
「
折
」
で
は
な
く
「
篇
」
を

用
い
る
が
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
文
章
の
引
用
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
先
に
表
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

1－1 驚艶 生 張生、普救寺を見物して
鶯鶯に一目惚れ

1－2 借廂 来 張生、寺で法要を営むこ
とにして引越し

1－3 酬韵 来 花園で詩の応酬

1－4 閙斎 漸 得 法要

2－1 寺警 漸 得 張生の依頼により、杜確
が孫飛虎を鎮圧する

2－2 請宴 近 紅娘が張生を宴席に招
き、張生よろこぶ

2－3 頼婚 縦 宴会中に兄妹の礼をとら
され、二人は落胆する

2－4 琴心 不得不然 張生、琴をひき、鶯鶯、
涙する

3－1 前候 近 張生、紅娘に手紙をこと
づける

3－2 閙簡 不得不然 鶯鶯、手紙を読んで怒る
が、返事に詩を送る

3－3 頼簡 縦 鶯鶯が花園で焼香中、張
生塀を越えて説教される

3－4 後候 漸 得 張生重病、鶯鶯処方箋
（手紙）で来訪を予告する

4－1 酬簡 実写 鶯鶯が張生を訪れ、二人は結ばれる

4－2 拷艶 縦 夫人、紅娘を責めるが条
件つきで結婚を認める

4－3 哭宴 掃 張生が上京するため、十
里の長亭で送別宴

4－4 驚夢 空写 旅館で寝付けない張生、鶯鶯の夢を見る
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１　

生
と
掃

金
聖
嘆
は
、
作
品
全
体
の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
生
と
掃
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
こ
れ
は
物
語
を
、
植
物
が
葉
や
花
を
「
生
じ
」、
や
が
て

花
や
葉
を
落
と
し
、
人
が
そ
れ
ら
を
「
掃
く
」
と
い
う
流
れ
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

若
夫
西
廂
之
為
文
一
十
六
篇
、
則
吾
実
得
而
言
之
矣
、
有
生
有
掃
。
生
如
生
葉
生
花
、
掃
如
掃
花
掃
葉
。

　
　

さ
て
、『
西
廂
記
』
の
文
と
し
て
の
十
六
篇
に
は
、「
生
」
が
あ
り
「
掃
」
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
生
と
は
葉
を
生
じ
花

を
生
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
掃
と
は
花
を
掃
き
葉
を
掃
く
よ
う
な
も
の
だ
。

　
　

何
謂
生
、
何
謂
掃
。
何
謂
生
如
生
葉
生
花
、
何
謂
掃
如
掃
花
掃
葉
。

　
　

何
を
生
と
い
い
、
掃
と
い
う
の
か
。
ど
う
し
て
生
と
は
葉
を
生
じ
花
を
生
じ
る
よ
う
な
も
の
だ
と
い
い
、
ど
う
し
て
掃
と
は
花
を

掃
き
葉
を
掃
く
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
の
か
。

　
　

今
夫
一
切
世
間
太
虚
空
中
本
無
有
事
、
而
忽
然
有
之
、
如
方
春
本
無
有
葉
与
花
、
而
忽
然
有
葉
与
花
、
曰
生
。
既
而
一
切
世
間
妄

想
顛
倒
有
若
干
事
而
忽
然
還
無
、
如
残
春
花
落
即
掃
花
、
窮
秋
葉
落
即
掃
葉
、
曰
掃
。

　
　

そ
も
そ
も
世
の
中
の
す
べ
て
は
太
虚
空
の
な
か
に
あ
り
、
も
と
も
と
出
来
事
が
存
在
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
忽
然
と
し
て
存

在
す
る
。
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
春
に
な
っ
て
も
と
も
と
葉
と
花
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
忽
然
と
し
て
葉
と
花
が
存
在
す

る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
生
と
い
う
の
だ
。
世
の
中
の
す
べ
て
は
妄
想
顛
倒
で
あ
り
、
若
干
の
出
来
事
が
あ
っ
て
も
忽
然
と
無

に
還
る
の
は
、
あ
た
か
も
残
春
に
花
が
落
ち
れ
ば
す
ぐ
に
花
を
掃
き
、
晩
秋
に
葉
が
落
ち
れ
ば
す
ぐ
に
葉
を
掃
く
の
と
同
じ
で
あ
る
。
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然
則
如
西
廂
、
何
謂
生
、
何
謂
掃
。
最
前
驚
艶
一
篇
謂
之
生
、
最
後
哭
宴
一
篇
謂
之
掃
。
蓋
驚
艶
已
前
無
有
西
廂
、
無
有
西
廂
、

則
是
太
虚
空
也
。
若
哭
宴
以
後
亦
復
無
有
西
廂
。
無
有
西
廂
、
則
仍
太
虚
空
也
。
此
其
最
大
之
章
法
也
。

　
　

そ
れ
で
は
、『
西
廂
記
』
の
場
合
は
何
を
生
と
い
い
、
何
を
掃
と
い
う
の
か
。
最
初
の
「
驚
艶
」
の
一
篇
を
生
と
い
い
、
最
後
の

「
哭
宴
」
の
一
篇
を
掃
と
い
う
。
と
い
う
の
も
「
驚
艶
」
の
前
に
は
『
西
廂
記
』
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、『
西
廂
記
』
が
存
在
す

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
太
虚
空
で
あ
る
。「
哭
宴
」
の
後
に
も
も
う
『
西
廂
記
』
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、『
西
廂
記
』
が
存
在
す
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
や
は
り
太
虚
空
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
最
も
大
き
な
枠
組
み
構
造
な
の
で
あ
る
。

春
に
な
れ
ば
若
葉
が
芽
ば
え
、
花
が
咲
く
。
ま
た
、
春
の
終
わ
り
に
は
花
が
散
り
、
秋
の
終
わ
り
に
は
葉
が
落
ち
る
。「
西
廂
」
の
「
文
」

の
発
端
と
結
末
は
、
こ
の
よ
う
に
自
然
界
の
現
象
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。『
西
廂
記
』
が
「
春
秋
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い）

7
（

。
物
語
そ
の
も
の
も
、
春
に
始
ま
り
秋
に
終
わ
っ
て
い
る）

8
（

。
引
用
箇
所
の
最
後
の
「
西
廂
」
は
、『
西
廂
記
』
で
あ
る

と
同
時
に
そ
の
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
「
西
廂
」
と
い
う
場
所
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
掃
」
は
送
別
の
宴
の
一
折
「
哭
宴
」

で
あ
り
、「
驚
夢
」
は
物
語
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
す
べ
て
の
夢
か
ら
醒
め
る
場
面
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
最
後

の
「
驚
夢
」
は
「
空
写
」
と
し
て
物
語
の
枠
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

２　

二
来

生
と
掃
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
物
語
は
展
開
す
る
。
そ
こ
で
次
に
連
続
し
て
起
こ
る
の
が
二
つ
の
「
来
」（
接
近
）
で
あ
る
。
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而
後
于
其
中
間
、
則
有
此
来
彼
来
。
何
謂
此
来
。
如
借
廂
一
篇
、
是
張
生
来
、
謂
之
此
来
。
何
謂
彼
来
。
如
酬
韻
一
篇
、
是
鶯
鶯

来
、
謂
之
彼
来
。

　
　

そ
し
て
そ
の
中
間
に
「
こ
の
人
が
来
る
」
と
「
あ
の
人
が
来
る
」
が
あ
る
。
こ
の
人
が
来
る
と
は
何
か
。「
借
廂
」
の
一
篇
で
は
張

生
が
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
こ
の
人
が
来
る
で
あ
る
。「
酬
韻
」
の
一
篇
で
は
鶯
鶯
が
答
え
て
く
る
。
こ
れ
が
あ
の
人
が
来
る
で
あ

る
。

　
　

蓋
昔
者
鶯
鶯
在
深
閨
中
、
実
不
図
墻
外
乃
有
張
生
借
廂
来
。
是
夜
張
生
在
西
廂
中
、
亦
実
不
図
墻
内
遂
有
鶯
鶯
酬
韻
来
。
設
使
張

生
不
借
廂
、
是
張
生
不
来
。
張
生
不
来
、
此
事
不
生
。
即
使
張
生
借
廂
、
而
鶯
鶯
不
酬
韻
、
是
鶯
鶯
不
来
。
鶯
鶯
不
来
、
此
事
亦
不

生
。

　
　

と
い
う
の
も
、
も
と
も
と
鶯
鶯
は
深
閨
に
あ
っ
て
、
塀
の
外
に
張
生
が
い
て
、
部
屋
を
借
り
に
く
る
と
は
、
ま
っ
た
く
思
っ
て
も

い
な
か
っ
た
。
こ
の
夜
、
張
生
は
西
廂
に
い
て
、
塀
の
内
に
鶯
鶯
が
い
て
、
詩
に
答
え
て
く
る
と
は
ま
っ
た
く
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
。
も
し
も
張
生
が
部
屋
を
借
り
な
か
っ
た
ら
、
張
生
は
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
張
生
が
来
な
い
な
ら
、
こ
の
出
来
事
は
生

じ
な
か
っ
た
。
た
と
え
張
生
が
部
屋
を
借
り
て
も
、
鶯
鶯
が
詩
に
答
え
な
か
っ
た
ら
、
鶯
鶯
は
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鶯
鶯

が
来
な
い
な
ら
、
や
は
り
こ
の
出
来
事
は
生
じ
な
か
っ
た
。

　
　

今
既
張
生
慕
色
而
来
、
鶯
鶯
又
慕
才
而
来
、
如
是
謂
之
両
来
。
両
来
則
南
海
之
人
已
不
在
南
海
、
北
海
之
人
已
不
在
北
海
也）

9
（

。
雖

其
事
殊
未
然
、
然
而
于
其
中
間
已
有
軽
糸
暗
縈
、
微
息
黙
度
、
人
自
不
覚
、
勢
已
無
奈
也
。

　
　

結
局
、
張
生
は
色
を
慕
っ
て
来
た
し
、
鶯
鶯
も
才
を
慕
っ
て
来
た
の
で
、
こ
れ
を
二
つ
の
来
と
い
う
の
で
あ
る
。
二
つ
の
来
が
あ

れ
ば
、
南
海
の
人
は
す
で
に
南
海
に
は
い
な
い
し
、
北
海
の
人
は
す
で
に
北
海
に
は
い
な
い
。
そ
の
出
来
事
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
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起
こ
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
す
で
に
二
人
を
つ
な
ぐ
見
え
な
い
細
い
糸
が
あ
り
、
二
人
の
あ
い
だ
に
音
も
な
く
通
う
微
か

な
息
づ
か
い
が
あ
る
。
自
分
た
ち
は
気
づ
い
て
い
な
く
て
も
、
勢
い
は
す
で
に
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。

ま
ず
鶯
鶯
に
対
し
て
張
生
が
接
近
し
て
く
る
。
こ
の
接
近
と
は
、
普
救
寺
に
滞
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鶯
鶯
と
の
距
離
が
近
く
な
り
、

詩
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
夜
に
香
を
た
い
て
願
い
事
を
す
る
鶯
鶯
に
言
葉
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
そ
の
張

生
に
対
し
て
鶯
鶯
は
詩
才
を
認
め
て
す
ぐ
さ
ま
応
答
す
る
。
こ
れ
が
鶯
鶯
か
ら
の
接
近
で
あ
る
。
ま
だ
対
面
し
て
会
話
を
し
た
わ
け
で
は

な
い
も
の
の
、
二
人
は
密
か
に
つ
な
が
り
、
そ
の
成
り
行
き
は
も
は
や
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
る
。

３　

三
漸
（
あ
る
い
は
三
得
）

次
に
三
つ
の
「
漸
」（
段
階
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
三
つ
の
「
得
」（
達
成
）
で
も
あ
る
。
二
つ
の
「
来
」
に
続
く
「
閙
斎
」（
一
之
四
）、

「
寺
警
」（
二
之
一
）、
そ
の
後
は
あ
い
だ
が
空
い
て
三
つ
目
は
こ
の
総
批
の
あ
る
「
後
候
」（
三
之
四
）
で
あ
る
。
三
漸
は
す
べ
て
「
鶯
鶯

が
張
生
と
何
々
を
す
る
」
と
い
う
構
文
に
よ
っ
て
、
鶯
鶯
を
主
体
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。

　
　

而
後
則
有
三
漸
。
何
謂
三
漸
。
閙
斎
第
一
漸
、
寺
警
第
二
漸
、
今
此
一
篇
後
候
第
三
漸
。
第
一
漸
者
、
鶯
鶯
始
見
張
生
也
。
第
二

漸
者
、
鶯
鶯
始
与
張
生
相
関
也
。
第
三
漸
者
、
鶯
鶯
始
許
張
生
定
情
也
。

　
　

そ
の
後
に
三
漸
（
三
つ
の
段
階
）
が
あ
る
。
三
漸
と
は
何
か
。「
閙
斎
」
が
第
一
漸
、「
寺
警
」
が
第
二
漸
、
現
在
の
こ
の
一
篇
「
後
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候
」
が
第
三
漸
で
あ
る
。
第
一
漸
で
は
、
鶯
鶯
が
初
め
て
張
生
に
会
う
。
第
二
漸
で
は
鶯
鶯
が
初
め
て
張
生
と
関
わ
り
を
も
つ
。
第

三
漸
で
は
鶯
鶯
が
初
め
て
張
生
に
身
を
任
せ
る
。

　
　

此
三
漸
又
謂
之
三
得
。
何
謂
三
得
。
自
非
閙
斎
之
一
篇
、
則
鶯
鶯
不
得
而
見
張
生
也
。
自
非
寺
警
之
一
篇
、
則
鶯
鶯
不
得
而
与
張

生
相
関
也
。
自
非
後
候
之
一
篇
、
則
鶯
鶯
不
得
而
許
張
生
定
情
也
。

　
　

こ
の
三
漸
は
、
三
得
（
三
つ
の
達
成
）
と
も
い
う
。
三
得
と
は
何
か
。「
閙
斎
」
の
一
篇
が
な
け
れ
ば
鶯
鶯
は
張
生
と
会
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。「
寺
警
」
の
一
篇
が
な
け
れ
ば
鶯
鶯
は
張
生
と
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。「
後
候
」
の
一
篇
が
な

け
れ
ば
鶯
鶯
は
張
生
に
身
を
委
ね
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

　
　

何
也
。
無
遮
道
場
、
故
得
微
露
春
妍
。
諱
日
営
斎
、
故
得
親
挙
玉
趾
。
舎
是
則
尚
且
不
得
来
、
豈
直
不
得
見
也）

10
（

。

　
　

ど
う
し
て
か
。
分
け
隔
て
を
し
な
い
法
要
の
場
で
あ
る
が
ゆ
え
に
（
鶯
鶯
は
）
美
し
い
姿
を
現
す
こ
と
が
で
き
た
。
命
日
の
法
要

で
あ
る
が
ゆ
え
に
自
ら
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
（
こ
の
よ
う
な
場
に
）
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
っ
て
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
　

変
起
倉
卒
、
故
得
受
保
護
備
至
之
恩
。
母
有
成
言
、
故
得
援
一
醮
不
改
之
義
。
舎
是
則
于
何
而
得
有
恩
、
于
何
而
得
有
義
也
。

　
　

突
然
に
緊
急
事
態
が
起
こ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
守
っ
て
も
ら
う
と
い
う
恩
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
母
が
約
束
を
し
た
が
ゆ
え
に
、

一
度
結
婚
を
決
め
た
ら
解
消
し
な
い
と
い
う
義
を
根
拠
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
恩
が
あ
る
義
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
　

聴
琴）

11
（

之
夕
、
鶯
鶯
心
頭
之
言
、
紅
娘
而
既
聞
之）

12
（

。
頼
簡
之
夕
、
張
生
承
詩
之
来
、
紅
娘
而
又
見
之
。
今
則
不
惟
聞
之
見
之
、
彼
已

且
将
死
之
。
細
思
彼
既
且
将
死
之
、
而
紅
娘
又
聞
之
見
之
、
而
鶯
鶯
尚
安
得
不
悲
之
。
尚
安
得
復
忌
之
。
尚
安
得
再
忍
之
。
尚
安
得
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不
許
之
。
舎
是
則
不
惟
紅
娘
所
見
、
不
得
令
紅
娘
見
。
乃
至
紅
娘
所
聞
、
烏
得
令
紅
娘
聞
也
。

　
　
「
聴
琴
」
の
夜
に
、
鶯
鶯
の
心
の
中
の
言
葉
を
紅
娘
は
す
で
に
聞
い
た
。「
頼
簡
」
の
夜
に
、
張
生
は
詩
に
応
じ
て
や
っ
て
来
た
の

も
、
紅
娘
は
見
た
。
そ
し
て
今
や
、（
紅
娘
が
）
そ
れ
ら
を
聞
い
た
り
見
た
り
し
た
だ
け
で
な
く
、
張
生
は
ほ
と
ん
ど
死
に
そ
う
に

な
っ
て
い
る
。
張
生
が
ほ
と
ん
ど
死
に
そ
う
に
な
っ
て
お
り
、
紅
娘
は
そ
れ
も
聞
い
た
り
見
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
考
え
て
み

れ
ば
、
鶯
鶯
が
そ
れ
で
も
悲
し
ま
な
い
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
か
。
ま
た
張
生
を
避
け
、
ま
た
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
き
、
身
を
委
ね
ず

に
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
（「
後
候
」
の
一
折
）
が
な
い
の
な
ら
、
紅
娘
が
見
た
こ
と
を
紅
娘
に
見
せ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、
紅
娘
が
聞
い
た
こ
と
を
紅
娘
に
聞
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
え
な
か
っ
た
。

鶯
鶯
は
自
分
か
ら
張
生
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
千
金
小
姐
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
張
生
と
の
関
わ
り
を
進
展

さ
せ
る
状
況
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
状
況
が
、
法
要
と
孫
飛
虎
来
襲
と
張
生
の
重
篤
な
病
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
よ
っ
て
張

生
は
、
鶯
鶯
を
じ
っ
く
り
と
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
て
ま
す
ま
す
思
い
を
募
ら
せ
（
閙
斎
）、
解
決
策
を
提
案
し
成
功
さ
せ
て
婚
約
を
果
た

し
（
寺
警
）、
鶯
鶯
の
来
訪
予
告
を
得
る
（
後
候
）。

張
生
と
鶯
鶯
は
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
紅
娘
が
仲
介
を
す
る
。
そ
の
紅
娘
に
対
し
て
張
生
は
本
心
を
表
す
が
鶯
鶯
は
表
さ
な

い
。
こ
の
非
対
称
が
解
消
さ
れ
る
に
至
る
「
酬
簡
」
の
前
の
最
終
段
階
が
こ
の
「
後
候
」
の
一
折
で
あ
る
。
最
初
の
二
つ
の
「
漸
」
は
、

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
次
へ
の
展
開
（
そ
し
て
最
終
的
に
は
「
酬
簡
」）
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
第
三
の
「
漸
」

の
解
説
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る
う
え
に
唐
突
に
紅
娘
に
言
及
さ
れ
る
た
め
若
干
わ
か
り
に
く
い
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
第
三
本
で

は
つ
ね
に
紅
娘
が
歌
唱
者
で
あ
っ
た
。
張
生
と
鶯
鶯
と
の
あ
い
だ
を
行
き
来
し
て
二
人
の
思
い
を
「
聞
い
た
り
見
た
り
」
し
た
紅
娘
が
張
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生
の
病
状
を
鶯
鶯
に
告
げ
、
よ
う
や
く
鶯
鶯
は
来
訪
を
予
告
す
る
に
至
る
。
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
も
や
は
り
次
へ
の
展
開
を

可
能
に
す
る
も
う
一
つ
の
「
漸
」
な
の
で
あ
る
。

４　

二
近
三
縦

次
に
二
つ
の
「
近
」（
前
進
）
と
三
つ
の
「
縦
」（
後
退
）
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
二
つ
の
「
近
」「
縦
」
は
前
項
の
第
二
の
「
漸
」

と
第
三
の
「
漸
」
の
あ
い
だ
に
位
置
し
て
い
る
（
表
を
参
照
）。「
漸
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
段
階
の
あ
い
だ
で
、
物
語
が
細
か
く
前
進
し

た
り
後
退
し
た
り
す
る
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
の
「
縦
」
は
二
人
が
結
ば
れ
た
あ
と
の
夫
人
の
紅
娘
へ
の
叱
責
で
あ
る
。

　
　

而
後
則
又
有
二
近
三
縦
。
何
謂
二
近
。
請
宴
一
近
、
前
候
一
近
。
蓋
近
之
為
言
、
幾
幾
乎
如
将
得
之
也
。
幾
幾
乎
如
将
得
之
之
為

言
、
終
于
不
得
也
。
終
于
不
得
、
而
又
為
此
幾
幾
乎
如
将
得
之
之
言
者
、
文
章
起
倒
変
動
之
法
也
。

　
　

次
に
、
さ
ら
に
二
近
と
三
縦
が
あ
る
。
二
近
と
は
何
か
。「
請
宴
」
が
一
近
、「
前
候
」
が
一
近
で
あ
る
。
近
と
い
う
言
葉
は
ほ
と

ん
ど
願
い
が
か
な
う
﹇
得
﹈
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
願
い
が
か
な
う
と
い
う
の
は
、
結
局
願
い
が
か
な
わ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
結
局
願
い
が
か
な
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
願
い
が
か
な
う
か
の
よ
う
に
書
く
の
が
、
文
章
に
起
伏
と
変
化
を

も
た
ら
す
方
法
な
の
で
あ
る
。

　
　

三
縦
者
、
頼
婚
一
縦
、
頼
簡
一
縦
、
拷
艶
一
縦
。
蓋
有
近
則
有
縦
也
。
欲
縦
之
、
故
近
之
。
亦
欲
近
之
、
故
縦
之
。
縦
之
為
言
、

幾
幾
乎
如
将
失
之
也
。
幾
幾
乎
如
将
失
之
之
為
言
、
終
于
不
失
也
。
終
于
不
失
、
而
又
為
此
幾
幾
乎
如
将
失
之
之
言
者
、
文
章
起
倒
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変
動
之
法
既
已
如
彼
、
則
必
又
如
此
也
。

　
　

三
縦
は
、「
頼
婚
」
が
一
縦
、「
頼
簡
」
が
一
縦
、「
拷
艶
」
が
一
縦
で
あ
る
。
前
進
が
あ
れ
ば
後
退
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
後
退

す
る
か
ら
こ
そ
前
進
し
、
ま
た
、
前
進
す
る
か
ら
こ
そ
後
退
す
る
。
縦
と
い
う
言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
ダ
メ
に
な
る
﹇
失
﹈
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
ダ
メ
に
な
る
と
い
う
の
は
、
結
局
ダ
メ
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
結
局
ダ
メ
に
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
ダ
メ
に
な
る
よ
う
に
書
く
の
は
、
文
章
に
起
伏
と
変
化
を
も
た
ら
す
方
法
が
あ
の
よ
う
な
も
の
（
＝
近
に
つ
い
て

上
述
し
た
よ
う
な
も
の
）
で
あ
る
以
上
、（
縦
に
つ
い
て
も
）
必
ず
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
だ
。

こ
こ
で
は
登
場
人
物
へ
の
言
及
は
な
く
、
文
章
法
の
一
つ
と
し
て
、
物
語
に
起
伏
と
変
化
を
も
た
ら
す
方
法
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
金

聖
嘆
は
こ
の
よ
う
に
『
西
廂
記
』
か
ら
、
物
語
を
展
開
さ
せ
る
文
章
の
技
法
を
抽
出
す
る
こ
と
も
あ
る）

13
（

。

５　

二
不
得
不
然

二
つ
の
「
こ
う
す
る
し
か
な
い
こ
と
」、
す
な
わ
ち
ど
う
し
て
も
必
要
な
場
面
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、「
聴
琴
」

（「
琴
心
」）
で
は
注
12
に
述
べ
た
よ
う
に
紅
娘
が
隠
れ
て
鶯
鶯
の
様
子
を
窺
う
こ
と
を
指
し
、「
閙
簡
」
で
は
鶯
鶯
が
張
生
の
手
紙
を
読
ん

で
怒
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

而
後
則
有
両
不
得
不
然
。
何
謂
両
不
得
不
然
。
聴
琴
不
得
不
然
、
閙
簡
不
得
不
然
。
聴
琴
者
、
紅
娘
不
得
不
然
、
閙
簡
者
、
鶯
鶯
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不
得
不
然
。
設
使
聴
琴
不
然
、
則
是
不
成
其
為
紅
娘
。
不
成
其
為
紅
娘
、
即
不
成
其
為
鶯
鶯
。
何
則
、
嫌
其
如
機
中
女
児
、
当
戸
嘆

息
、
阿
婆
得
問
今
年
消
息
也）

14
（

。
閙
簡
不
然
、
則
是
不
成
其
為
鶯
鶯
。
不
成
其
為
鶯
鶯
、
則
不
成
其
為
張
生
。
何
則
、
嫌
其
如
碧
玉
小

家
、
回
身
便
抱）

15
（

、
琅
玡
不
疑
登
徒
大
喜
也
。

　
　

次
に
、
二
つ
の
「
こ
う
す
る
し
か
な
い
こ
と
」
が
あ
る
。
二
つ
の
こ
う
す
る
し
か
な
い
こ
と
と
は
何
か
。「
聴
琴
」
と
、「
閙
簡
」

で
あ
る
。「
聴
琴
」
で
は
紅
娘
が
あ
の
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
し
、「
閙
簡
」
で
は
鶯
鶯
が
あ
の
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
。
も
し
も
「
聴

琴
」
が
あ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
紅
娘
（
と
い
う
人
物
）
が
成
立
し
な
い
し
、
紅
娘
が
成
立
し
な
い
な
ら
、
鶯
鶯
も
成
立
し
な
い
。
な

ぜ
か
と
い
え
ば
、
鶯
鶯
が
、
機
織
り
の
娘
の
よ
う
に
家
で
た
め
息
を
つ
き
、
お
っ
か
さ
ん
に
秘
密
を
知
ら
れ
る
よ
う
な
人
物
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
閙
簡
」
が
あ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
鶯
鶯
（
と
い
う
人
物
）
が
成
立
し
な
い
し
、
鶯
鶯
が
成
立
し
な
い

な
ら
、
張
生
も
成
立
し
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
張
生
が
、
貧
し
い
家
の
か
わ
い
い
娘
が
身
を
翻
し
て
抱
き
つ
く
と
大
喜
び
す
る

好
色
な
人
物
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

金
聖
嘆
は
何
と
し
て
も
鶯
鶯
の
「
千
金
小
姐
」
と
し
て
の
体
面
を
守
ろ
う
と
す
る
。
鶯
鶯
は
、
良
家
の
令
嬢
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
言
動

は
決
し
て
行
わ
な
い
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
金
聖
嘆
は
本
文
に
も
随
所
で
改
変
を
加
え
て
い
る
。
張
生
も
、
鶯
鶯

ほ
ど
で
は
な
い
と
は
い
え
、「
才
子
」
と
し
て
の
ふ
る
ま
い
を
要
請
さ
れ
る
。
二
人
は
礼
を
わ
き
ま
え
た
「
才
子
佳
人
」
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
結
ば
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る）

16
（

。
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６　

実
写
と
空
写

最
後
に
「
実
写
」
と
「
空
写
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
金
聖
嘆
は
現
実
描
写
と
い
う
意
味
で
「
実
写
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

こ
は
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
物
語
の
結
実
を
描
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
空
写
」
は
物
語
が
終
わ
り
、
す
べ
て
が
空
に

帰
し
た
こ
と
の
描
写
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。「
掃
」
と
さ
れ
た
「
哭
宴
」
の
あ
と
の
一
折
「
驚
夢
」
は
、
張
生
が
宿
屋
で
見
た
夢
か
ら
醒
め

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
西
廂
の
物
語
と
い
う
夢
か
ら
醒
め
る
。
張
生
が
「
西
廂
」
と
い
う
場
を
離
れ
て
し
ま
え
ば
、「
西
廂
」
の
物
語

も
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　

而
後
則
有
実
写
一
篇
。
実
写
者
、
一
部
大
書
、
無
数
文
字
、
七
曲
八
折
、
千
頭
万
緒
、
至
此
而
一
斉
結
穴
、
如
衆
水
之
畢
赴
大
海
、

如
群
真
之
咸
会
天
闕
、
如
万
方
捷
書
斉
到
甘
泉
、
如
五
夜
火
符
親
会
流
珠
。
此
不
知
于
何
年
月
日
発
願
動
手
欲
造
此
書
、
而
今
于
此

年
此
月
此
日
、
遂
得
快
然
而
已
擱
筆
、
如
後
文
酬
簡
之
一
篇
是
也
。

　
　

そ
の
後
に
「
実
写
」
の
一
篇
が
あ
る
。
実
写
と
は
、
一
つ
の
大
著
に
無
数
の
文
字
が
あ
り
、
多
く
の
曲
折
を
経
て
、
入
り
組
ん
だ

ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
す
べ
て
決
着
す
る
の
だ
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
多
く
の
川
が
最
後
は
大
海
に
注
ぐ
よ
う
で
あ

り
、
多
く
の
神
仙
が
す
べ
て
天
界
の
宮
殿
に
集
ま
る
よ
う
で
あ
り
、
四
方
か
ら
戦
勝
報
告
が
甘
泉
宮
に
届
く
よ
う
で
あ
り
、
五
夜
に

火
符
が
ひ
と
り
で
に
流
珠
（
水
銀
）
と
一
緒
に
な
る
（
不
詳
。
道
教
の
煉
丹
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
か
）
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何

年
月
日
に
発
願
し
て
着
手
し
、
こ
の
書
物
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
こ
の
年
の
こ
の
月
こ
の
日
に
き
っ
ぱ
り
と
書
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き
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
次
の
「
酬
簡
」
の
一
篇
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　

又
有
空
写
一
篇
。
空
写
者
、
一
部
大
書
、
無
数
文
字
、
七
曲
八
折
、
千
頭
万
緒
、
至
此
而
一
無
所
用
。
如
楚
人
之
火
焼
阿
房
、
如

荘
恵
之
快
辯
鯈
魚
、
如
臨
済
大
師
肋
下
三
拳
、
如
成
連
先
生
刺
船
径
去
。
此
亦
不
知
于
何
年
月
日
発
願
動
手
欲
造
得
一
書
、
而
即
于

此
年
此
月
此
日
、
立
地
快
然
其
便
裂
壊
、
如
最
後
驚
夢
之
一
篇
是
也
。

　
　

ま
た
、「
空
写
」
の
一
篇
が
あ
る
。
空
写
と
は
、
一
つ
の
大
著
に
無
数
の
文
字
が
あ
り
、
多
く
の
曲
折
を
経
て
、
入
り
組
ん
だ
ス

ト
ー
リ
ー
に
な
る
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
す
べ
て
無
用
と
な
る
の
だ
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
楚
人
（
項
羽
）
が
阿
房
宮
を
焼
き
は
ら
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
荘
子
と
恵
子
が
魚
の
喜
び
に
つ
い
て
き
っ
ぱ
り
と
結
論
を
出
し
た
よ
う
で
あ
り
、
臨
済
大
師
が
（
大
愚
の
）
脇
腹
を

三
回
打
っ
た
よ
う
で
あ
り
、（
伯
牙
の
師
で
あ
る
）
成
連
先
生
が
船
を
漕
い
で
直
ち
に
立
ち
去
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も

ま
た
、
何
年
月
日
に
発
願
し
て
着
手
し
、
一
書
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
年
の
こ
の
月
こ
の
日
に
直
ち
に

き
っ
ぱ
り
と
壊
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
最
後
の
「
驚
夢
」
の
一
篇
が
そ
れ
で
あ
る
。

以
上
が
金
聖
嘆
に
よ
る
『
西
廂
記
』
の
構
造
分
析
で
あ
る
。
前
掲
の
表
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
折
に
対
し
て
構
造
上
の
意
味
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
戯
曲
に
対
し
、
こ
の
よ
う
に
全
体
の
流
れ
を
説
明
し
た
批
評
は
、
近
代
以
後
の
文
学
研
究
ま
で
現
れ
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
金
聖
嘆
は
一
方
で
は
、
も
と
も
と
折
に
分
か
れ
て
い
る
作
品
を
さ
ら
に
分
節
し
て
批
評
を
加
え
る）

17
（

。
そ
し
て
他
方

で
は
、
こ
の
よ
う
に
全
体
の
流
れ
を
大
づ
か
み
に
、
か
つ
段
階
的
に
と
ら
え
て
も
い
る
。
前
稿
で
論
じ
た
「
因
縁
生
法
」
の
「
夢
」
と
し

て
の
読
解
が
、
現
実
世
界
と
同
じ
く
劇
中
世
界
に
も
内
在
す
る
因
果
を
指
摘
し
た
も
の
だ
と
す
れ
ば）

18
（

、
以
上
の
分
析
は
劇
中
世
界
の
外
に

あ
っ
て
そ
れ
を
作
り
あ
げ
た
「
作
者
」
の
巧
ま
ざ
る
構
想
を
代
弁
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
聖
嘆
は
そ
の
よ
う
に
自
負
し
て
い
た
の
で
は
な
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い
か
。

お
わ
り
に

そ
れ
で
は
、
こ
の
作
品
の
「
作
者
」
に
つ
い
て
、
金
聖
嘆
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
第
一
節
で
見
た
「
無
」
と

の
関
連
を
考
え
る
た
め
に
も
、
再
び
「
読
第
六
才
子
書
西
廂
記
法
」
に
戻
る
と
、『
西
廂
記
』
の
作
者
が
王
実
甫
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
な

が
ら
も
、
金
聖
嘆
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

七
十
三
、
西
廂
記
不
是
姓
王
字
実
父マ
マ

此
一
人
所
造
、
但
自
平
心
斂
気
読
之
、
便
是
我
適
来
自
造
、
親
見
其
一
字
一
句
、
都
是
我
心

裏
恰
正
欲
如
此
写
、
西
廂
記
便
如
此
写
（『
西
廂
記
』
は
姓
が
王
、
字
が
実
甫
と
い
う
こ
の
一
人
の
人
物
が
作
り
だ
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
心
を
静
め
気
を
落
ち
着
か
せ
て
読
ん
で
み
れ
ば
、
わ
た
し
が
た
っ
た
今
自
分
で
作
り
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
字
一
句

を
じ
っ
く
り
読
む
と
、
す
べ
て
わ
た
し
が
心
の
中
で
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
書
き
た
い
と
思
う
こ
と
を
『
西
廂
記
』
は
そ
の
と
お
り
に

書
い
て
い
る
の
だ
）。

　
　

七
十
四
、
想
来
姓
王
字
実
父マ

マ

此
一
人
、
亦
安
能
造
西
廂
記
。
他
亦
只
是
平
心
斂
気
、
向
天
下
人
心
裏
偸
取
出
来
（
思
う
に
、
姓
が

王
、
字
が
実
甫
と
い
う
こ
の
一
人
の
人
物
に
、
果
た
し
て
『
西
廂
記
』
を
作
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
彼
も
ま
た
、
た
だ
心
を
静

め
気
を
落
ち
着
か
せ
て
、
天
下
の
人
の
心
の
中
か
ら
か
す
め
取
っ
た
の
で
あ
る
）。

　
　

七
十
五
、
総
之
、
世
間
妙
文
、
原
是
天
下
万
世
人
人
心
裏
公
共
之
宝
、
決
不
是
此
一
人
自
己
文
集
（
結
局
の
と
こ
ろ
、
世
の
中
の
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す
ぐ
れ
た
文
は
、
も
と
も
と
天
下
の
す
べ
て
の
時
代
す
べ
て
の
人
の
心
の
中
の
共
通
の
宝
で
あ
っ
て
、
決
し
て
あ
る
一
人
だ
け
の
文

集
で
は
な
い）

19
（

）。

た
ま
た
ま
王
実
甫
が
書
い
た
作
品
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
作
者
一
人
の
も
の
で
は
な
い
。「
天
下
人
心
」
の
中
に
存
在
し
た
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
「
天
地
」
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
読
第
六
才
子
書
西
廂
記
法
」
の
第
一
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

一
、（
・
・
・
）
西
廂
記
不
同
小
可
、
乃
是
天
地
妙
文
。
自
従
有
此
天
地
、
他
中
間
便
定
然
有
此
妙
文
、
不
是
何
人
做
得
出
来
、
是

他
天
地
直
会
自
己
劈
空
結
撰
而
出
（『
西
廂
記
』
は
凡
庸
な
文
と
は
ち
が
い
、
天
地
の
妙
文
で
あ
る
。
こ
の
天
地
が
あ
る
か
ら
に
は
、

そ
の
あ
い
だ
に
は
必
ず
こ
の
よ
う
な
妙
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
の
天
地
が
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
み
ず
か
ら
作
り
あ
げ
た
も
の
な
の
だ）

20
（

）。

『
西
廂
記
』
は
「
天
地
妙
文
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
金
聖
嘆
の
出
発
点
で
あ
り
結
論
で
も
あ
る
。
金
聖
嘆
は
、『
詩
経
』「
国
風
」
と
の
共
通

点
を
挙
げ
て
『
西
廂
記
』
を
「
淫
書
」
と
す
る
説
に
反
論
し
、
時
に
は
『
左
伝
』
と
比
較
す
る
。『
水
滸
伝
』
に
つ
い
て
も
『
史
記
』
と
比

較
し
て
「
史
記
是
以
文
運
事
、
水
滸
是
因
文
生
事
」（『
史
記
』
は
文
に
よ
っ
て
出
来
事
を
描
写
し
、『
水
滸
伝
』
は
文
に
よ
っ
て
出
来
事
を

生
み
出
す
）（「
読
第
五
才
子
書
法
」）
と
述
べ
て
、「
筆
性
」
の
お
も
む
く
ま
ま
自
在
に
書
か
れ
た
『
水
滸
伝
』
の
ほ
う
を
高
く
評
価
し
て

い
た）

21
（

。
経
書
や
正
史
と
戯
曲
・
小
説
を
並
列
さ
せ
る
根
拠
は
、
い
ず
れ
も
「
文
」（
あ
る
い
は
「
文
章
」）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

か
つ
て
劉
勰
は
『
文
心
雕
龍
』
を
著
し
、
文
の
理
想
を
高
く
か
か
げ
た
。
巻
頭
の
原
道
篇
に
よ
れ
ば
、
文
は
「
天
地
」
と
と
も
に
生
じ
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（「
与
天
地
並
生
」）、
性
霊
の
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
人
が
天
地
に
加
わ
っ
て
三
才
と
な
り
（「
惟
人
参
之
、
性
霊
所
鍾
、
是
為
三
才
」）、

聖
人
は
文
に
よ
っ
て
道
を
明
ら
か
に
し
た
（「
聖
因
文
以
明
道）

22
（

」）。
こ
こ
で
は
文
を
論
じ
る
の
に
『
易
』
を
ふ
ま
え
て
「
天
地
」
か
ら
説
き

起
こ
し
つ
つ
、
文
は
道
を
明
ら
か
に
す
る
手
段
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
文
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
経
書
を
源
流
と
し
規
範

と
し
た
書
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
千
年
以
上
の
時
が
流
れ
、
戯
曲
と
白
話
小
説
が
登
場
し
隆
盛
と
な
っ
た
の
ち
、
金
聖
嘆
も
ま
た
「
天
地
」
を
起
源
と
し
て
文

を
論
じ
る
。
し
か
し
対
象
と
な
っ
た
「
天
地
妙
文
」
は
、
雑
劇
『
西
廂
記
』
で
あ
り
、
た
た
え
ら
れ
る
の
は
、
文
に
よ
っ
て
、
道
を
明
ら

か
に
す
る
の
で
は
な
く
出
来
事
を
生
み
出
す
小
説
『
水
滸
伝
』
で
あ
っ
た）

23
（

。
も
ち
ろ
ん
金
聖
嘆
も
、
礼
や
義
と
い
っ
た
儒
家
的
価
値
を
無

視
す
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
が
、
批
評
に
は
仏
家
・
道
家
の
書
物
も
自
在
に
援
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
「
妙
文
」
が
賛
美
さ
れ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
金
聖
嘆
に
と
っ
て
は
、「
文
」
が
す
べ
て
の
思
想
を
収
斂
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
文
に
よ
っ
て
、
自
然

界
の
現
象
と
同
じ
よ
う
に
、「
無
」
か
ら
生
じ
て
「
無
」
に
帰
る
か
の
よ
う
に
生
成
す
る
物
語
。
因
と
縁
と
に
よ
っ
て
法
（
あ
ら
ゆ
る
事
物

や
現
象
）
が
生
じ
る
よ
う
に
、
天
と
地
と
の
あ
い
だ
に
物
語
も
生
じ
る
。
天
と
地
の
あ
と
に
登
場
し
た
人
が
三
才
の
一
つ
と
し
て
そ
の
才

（
＝
真
才
実
学
）
を
発
揮
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
の
が
才
子
の
書
で
あ
る
。
も
は
や
文
は
道
を
載
せ
る
た
め
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
道

の
ほ
う
が
文
を
輝
か
せ
る
た
め
に
存
在
す
る
。

し
か
し
そ
れ
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
い
か
な
る
思
想
も
書
き
つ
け
ら
れ
た
文
字
に
よ
っ
て
天
下
万
世
に
伝
わ
る
の
だ
か
ら
。
金
聖
嘆
が
た

た
え
る
の
は
す
ぐ
れ
た
文
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
の
ち
が
い
は
問
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
、
金
聖
嘆
に
よ
る
「
文
」
の
思
想
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

24
（

。
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1　

王
実
甫
原
著
・
周
錫
山
編
著
『《
西
廂
記
》
注
釈
彙
評
』
上
冊
（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
）、
二
五
二
―
二
五
七
頁
の
清
刊
本
目
録
に
拠
れ

ば
、
清
末
ま
で
に
九
十
種
を
超
え
る
重
刊
本
が
あ
る
。

2　

廣
瀬
玲
子
「
西
廂
記
に
お
け
る
夢
」（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
171
、
二
〇
一
七
）。

3　

以
下
、
金
聖
嘆
本
の
引
用
に
は
、
張
国
光
校
注
『
金
聖
嘆
批
本
西
廂
記
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
）
を
用
い
て
頁
数
を
示
す
。
一
七
―
一

八
頁
。

4　

西
村
恵
信
訳
注
『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
）
は
「
無
」
の
字
に
注
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
「
原
意
は
狗
（
犬
）
に
仏
性
は
無
い
こ
と
。
同
じ
問
い
に
対
し
て
趙
州
は
「
有
」
と
答
え
て
い
る
（『
従
容
録
』
巻
二
）。
趙
州
が
狗
の
仏
性
に
対
し

て
有
と
無
を
同
等
に
示
し
た
こ
と
が
、
宋
代
の
看
話
禅
に
よ
っ
て
、
有
無
の
二
元
を
超
え
た
「
無
」
と
さ
れ
、
学
人
を
論
理
以
前
の
体
験
の
世
界
に

導
く
た
め
に
有
効
な
公
案
と
な
っ
た
も
の
」。

5　

三
十
九
条
の
「
此
一
無
字
、
是
一
部
西
廂
記
」
と
い
う
一
文
か
ら
は
、
物
語
全
体
が
夢
で
あ
る
と
い
う
金
聖
嘆
の
『
西
廂
記
』
解
釈
も
連
想
さ
れ

る
。「
読
第
六
才
子
書
西
廂
記
法
」
に
は
「
夢
」
と
い
う
文
字
は
現
れ
な
い
が
、
読
者
が
両
者
を
関
連
づ
け
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

6　

一
九
五
―
一
九
七
頁
。

7　

張
人
和
『《
西
廂
記
》
論
証
』（
東
北
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
）、
一
―
七
頁
。

8　
「
驚
艶
」（
一
之
一
）
で
鶯
鶯
が
最
初
に
う
た
う
曲
詞
に
は
「
可
正
是
人
値
残
春
蒲
郡
東
」
と
あ
り
（
三
六
頁
）、
法
要
が
行
わ
れ
る
の
は
二
月
十
五

日
（
七
六
頁
）
で
あ
る
。
終
盤
の
「
哭
宴
」（
四
之
三
）
は
、
冒
頭
の
鶯
鶯
の
せ
り
ふ
に
「
況
値
暮
秋
時
候
、
好
煩
悩
人
也
啊
」（
二
四
四
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
秋
の
暮
れ
で
あ
る
。
注
7
前
掲
書
も
引
用
す
る
よ
う
に
、
李
開
先
『
詞
謔
』
は
「
西
廂
記
謂
之
春
秋
、
以
会
合
以
春
、
別
離
以
秋
云
耳
。
或

者
以
為
如
春
秋
経
筆
法
之
厳
者
、
妄
也
」
と
い
う
。

9　
『
左
伝
』
僖
公
四
年
の
「
君
処
北
海
、
寡
人
処
南
海
、
唯
是
風
馬
牛
不
相
及
也
」
を
ふ
ま
え
る
の
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
風
馬
牛
」（
ま
っ
た
く
関

係
が
な
い
）
の
典
故
で
あ
る
。
こ
の
一
節
の
解
釈
は
複
数
あ
る
が
、
金
聖
嘆
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
北
海
と
南
海
は
さ
か
り
の
つ
い
た
馬
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や
牛
が
相
手
を
求
め
て
走
っ
て
い
っ
て
も
行
き
着
か
な
い
ほ
ど
遠
く
離
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
に
基
づ
き
、
張
生
と
鶯
鶯
は
も
は
や
離
れ
ば
な
れ
で

関
係
が
な
い
と
は
言
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

10　

こ
こ
で
は
鶯
鶯
を
起
点
と
し
て
い
る
が
、
張
生
に
と
っ
て
こ
の
「
閙
斎
」
は
鶯
鶯
を
見
る
三
回
目
で
あ
る
。「
閙
斎
」
の
総
批
で
は
、「
驚
艶
」
で

「
瞥
見
」
し
、「
酬
韻
」
で
「
遙
見
」
し
、
こ
こ
に
至
っ
て
や
っ
と
「
親
見
」
し
た
と
述
べ
る
（
七
五
頁
）。

11　

金
聖
嘆
は
第
二
本
第
四
折
の
題
を
「
琴
心
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
聴
琴
」
と
な
っ
て
い
る
。
各
折
の
題
は
金
聖
嘆
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
諸

本
で
は
四
文
字
の
題
が
多
い
（
こ
の
折
で
あ
れ
ば
「
琴
心
挑
引
」
や
「
鶯
鶯
聴
琴
」
な
ど
）。
題
を
確
定
す
る
前
に
こ
の
総
批
が
書
か
れ
た
た
め
の
揺

れ
で
あ
ろ
う
。

12　
「
琴
心
」（
二
之
四
）
で
は
鶯
鶯
が
張
生
の
奏
で
る
琴
を
聴
い
て
涙
を
落
と
す
場
面
が
あ
る
が
、
金
聖
嘆
本
で
は
そ
の
あ
い
だ
紅
娘
は
そ
の
場
を
離

れ
る
ふ
り
を
し
て
隠
れ
て
い
る
（
一
四
〇
―
一
四
一
頁
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
鶯
鶯
が
紅
娘
を
前
に
し
て
は
言
え
な
い
心
中
の
思
い
を
、
物
陰
で
こ
っ

そ
り
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

13　

金
聖
嘆
は
ほ
か
に
も
、「
移
堂
就
樹
之
法
」「
月
度
回
廊
之
法
」
な
ど
「
〇
〇
之
法
」
と
名
づ
け
た
文
章
法
を
指
摘
す
る
（「
寺
警
」（
二
之
一
）
総

批
な
ど
）。

14　

楽
府
の
「
折
楊
柳
枝
歌
」
に
「
敕
敕
何
力
力
、
女
子
臨
窗
織
。
不
聞
機
杼
声
、
只
聞
女
歎
息
」、「
問
女
何
所
思
、
問
女
何
所
憶
。
阿
婆
許
嫁
女
、
今

年
無
消
息
」
の
二
首
が
あ
る
（『
楽
府
詩
集
』
第
二
十
五
巻
横
吹
曲
辞
五
）。
ま
た
、「
木
蘭
詩
」
に
も
「
喞
喞
復
喞
喞
、
木
蘭
当
戸
織
。
不
聞
機
杼
声
、

唯
聞
女
歎
息
。
問
女
何
所
思
、
問
女
何
所
憶
」（
同
）
と
あ
る
。

15　

楽
府
の
「
碧
玉
歌
」
に
「
碧
玉
小
家
女
」
と
い
う
句
や
「
碧
玉
破
瓜
時
、
相
為
情
顛
倒
。
感
郎
不
羞
郎
、
回
身
就
郎
抱
」
と
い
う
一
首
が
あ
る
（『
楽

府
詩
集
』
第
四
十
五
巻
清
商
曲
辞
二
）。

16　
「
琴
心
」（
二
之
四
）
総
批
を
参
照
。

17　
『
西
廂
記
』
に
対
し
て
は
明
代
の
王
驥
徳
、
清
代
の
毛
奇
齢
が
一
曲
ご
と
の
注
釈
・
批
評
（
せ
り
ふ
に
も
言
及
す
る
）
を
つ
け
て
い
る
。
金
聖
嘆
は
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一
曲
の
途
中
で
分
節
す
る
こ
と
も
あ
る
と
こ
ろ
が
独
特
で
あ
る
。

18　
「
酬
韻
」（
一
之
三
）
の
総
批
で
は
、
こ
の
世
の
ど
ん
な
大
き
な
も
の
も
微
粒
子
か
ら
成
る
と
い
う
仏
教
の
思
想
に
言
及
す
る
（「
曼
殊
室
利
菩
薩
好

論
極
微
、
昔
者
聖
嘆
聞
之
而
甚
楽
焉
。
夫
娑
婆
世
界
、
大
至
無
量
由
延
、
而
其
故
乃
起
于
極
微
。
以
至
娑
婆
世
界
中
間
之
一
切
所
有
、
其
故
無
不
一

一
起
于
極
微
」）。
こ
れ
も
「
因
縁
生
法
」
に
基
づ
き
、
テ
ク
ス
ト
を
細
か
く
分
節
し
て
解
釈
す
る
金
聖
嘆
の
方
法
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、「
寺
警
」

（
二
之
一
）
の
総
批
で
は
、「
作
者
深
悟
文
章
旧
有
漸
度
之
法
」「
法
必
閑
閑
漸
写
」
な
ど
、
段
階
を
ふ
む
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。
空
間
的
に
も
時
間

的
に
も
細
分
化
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
読
み
と
れ
る
と
い
え
よ
う
。

19　

二
二
頁
。

20　

十
頁
。

21　

曹
方
人
・
周
錫
山
評
点
『
金
聖
嘆
全
集
』（
一
）（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
）、
十
八
頁
。

22　

劉
勰
著
・
詹
鍈
義
証
『
文
心
雕
龍
義
証
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）
上
巻
二
頁
、
四
頁
、
二
八
頁
。

23　

李
贄
（
一
五
二
七
―
一
六
〇
二
）
の
「
童
心
説
」
は
こ
れ
に
先
ん
じ
て
、「
古
今
至
文
」
を
列
挙
す
る
な
か
で
『
西
廂
記
』
と
『
水
滸
伝
』
と
を
並

列
さ
せ
て
い
る
。

24　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
著
作
を
参
照
し
た
。

　
　

葉
長
海
『
中
国
戯
劇
学
史
稿
』（
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
）

　
　

譚
帆
『
金
聖
嘆
与
中
国
戯
曲
批
評
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
）

　
　

王
運
熙
・
顧
易
生
主
編
、
鄔
国
平
・
王
鎮
遠
著
『
清
代
文
学
批
評
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
）

　
　

章
培
恒
・
王
靖
宇
主
編
『
中
国
文
学
評
点
研
究
論
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）

　
　

王
靖
宇
著
・
談
蓓
芳
訳
『
金
聖
嘆
的
生
平
及
其
文
学
批
評
』（
修
訂
本
中
英
文
双
語
版
）（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）

　
　

鍾
錫
南
『
金
聖
嘆
文
学
批
評
理
論
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
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韋
楽
『《
西
廂
記
》
評
点
研
究
（
清
代
巻
）』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
五
）

　
　

高
禎
臨
『
経
典
的
重
建
：
清
初
戯
曲
評
点
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
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Excellent Text by Heaven and Earth 天地妙文: 
Jin Shengtan’s criticism of Xixiang ji 西廂記

by Reiko HIROSE

Jin Shengtan 金聖嘆 is well known for his original comments about 

literature. For example, he juxtaposed Shijing 詩経 with Xixiang ji and Shiji 史記
with Shuihu zhuan水滸伝. At the beginning of his edition of Xixiang ji, Jin put two 

prefaces to represent his interpretation, followed by eighty-one notes on how to 

read the play. He also made introductory remarks and small sectional remarks 

for each act. He made references to Buddhist and Daoist texts as well as 

Confucian texts to solidify his commentaries.

This paper investigates how Jin analyzed the structure of Xixiang ji. In the 

introductory remark to Part 3, Act 4, he delineates a full description of the 

structure. Jin uses the analogy of leaves and flowers to illustrate the beginning 

and end of the story: the beginning as “budding forth” 生 of leaves and flowers, 

and the end as “sweeping away” 掃 of them. Between the beginning and the end, 

he points out how the story proceeds, sometimes gradually and sometimes 

suddenly, producing suspense and variety. 

Although Jin esteemed the genius of the playwright highly, he also regarded 

the development of the story as a natural process which would return to nothing 

無 at the end. That means, “excellent text” 妙文 or literature, is a common 

treasure of all the people of all times, produced by Heaven and Earth. The author 

concludes that the concept of excellent text brought Jin Shengtan to consider all 

the genres of literature on an equal basis.


